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い
つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
「
南
海
・

東
南
海
地
震
」。�

　
も
は
や
、
対
岸
の
火
事
で
は

済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。�

　
非
常
時
に
災
害
を
大
き
く
す

る
の
も
最
小
限
に
留
め
る
の
も

平
素
の
心
掛
け
次
第
で
す
。�

　
災
害
発
生
、
そ
の
時
に
備
え

て
、
あ
な
た
も
何
が
で
き
る
か
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

�

◇
◆
◇�

�

　
１２
月
２３
日
、
市
民
参
加
型
の

「
総
合
防
災
訓
練
」
が
、
主
会

場
と
な
っ
た
横
河
原
河
川
敷
を

は
じ
め
、
上
村
公
民
館
、
滑
川

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
市
内
３

箇
所
の
会
場
で
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。�

　
こ
の
訓
練
は
、
大
地
震
な
ど

の
大
規
模
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た
め
に
東
温

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

関
係
機
関
や
市
民
の
協
力
を
得

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
午
前
９
時
、
訓
練
開
始
を
告

げ
る
サ
イ
レ
ン
が
、
会
場
に
鳴

り
響
き
ま
し
た
。�

　
今
回
の
訓
練
は
「
三
重
県
南

東
沖
の
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
地

と
す
る
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．

４
の
大
地
震
」
と
想
定
。
愛
媛

県
も
震
度
５
弱
を
超
え
る
激
し

い
揺
れ
で
、
東
温
市
は
震
度
５

強
を
記
録
し
、
電
力
、
水
道
、

電
話
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
完

全
に
寸
断
さ
れ
た
と
い
う
設
定

で
す
。�

　
東
温
市
は
、
た
だ
ち
に
　
須

賀
市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害

対
策
本
部
を
設
置
す
る
と
共
に
、

東
温
市
地
域
防
災
計
画
と
震
災

初
動
計
画
に
基
づ
き
、
全
職
員

と
消
防
団
員
の
参
集
を
開
始
し

ま
し
た
。�

�

◆�
�

　
大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
錯
綜
し
て

現
場
は
混
乱
し
ま
す
。�

　
災
害
対
策
本
部
は
、
全
組
織

を
挙
げ
て
被
災
情
報
の
収
集
に

取
り
組
み
ま
す
が
、
公
共
の
組

織
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。�

　
今
回
の
訓
練
に
は
、
市
と
災

害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
の
会
も
参
加
し
ま
し

た
。�

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
会
は
、

特集�特集�

災害発生！!
その時　あなたは�

災害発生！!
その時　あなたは�

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
備
え
て�

総
合
防
災
訓
練

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
実
施�

�

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て�

総
合
防
災
訓
練
を
実
施�

�

③� ②� ①�
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４６
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
無
線

基
地
局
を
災
害
対
策
本
部
と
消

防
本
部
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

会
員
が
、
現
場
か
ら
情
報
収
集

を
行
い
、
本
部
へ
伝
達
し
ま
す
。�

　
災
害
で
電
話
な
ど
の
通
信
手

段
が
途
絶
し
た
場
合
、
各
地
の

被
害
状
況
を
災
害
対
策
本
部
に

通
報
す
る
手
段
と
し
て
、
会
員

が
各
地
域
に
散
在
し
て
い
る
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
の
会
の
活
動
は

有
効
な
手
段
と
な
る
の
で
す
。�

�

◆�
�

　
午
前
９
時
３０
分
、
こ
れ
ま
で

の
情
報
収
集
で
被
害
の
拡
大
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
害

状
況
や
交
通
状
況
を
確
認
す
る

た
め
災
害
対
策
本
部
は
国
土
交

通
省
四
国
地
方
整
備
局
に
対
し
、

防
災
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
し
ま

し
た
。�

　
国
土
交
通
省
が
所
有
す
る
災

害
対
策
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
愛

ら
ん
ど
号
」
は
、
平
成
１８
年
に

四
国
地
方
整
備
局
に
配
備
さ
れ

た
も
の
で
す
。�

　
一
方
、
同
時
進
行
し
て
行
わ

れ
て
い
る
上
村
地
区
と
滑
川
地

区
の
様
子
も
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結

ば
れ
た
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
」
や
防
災
行
政
無
線
に
よ
っ

て
災
害
対
策
本
部
へ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。�

　
災
害
対
策
本
部
は
、
上
村
地

区
の
住
民
に
対
し
て
、
源
平
谷

池
決
壊
の
恐
れ
の
為
、
避
難
指

示
を
発
令
し
ま
し
た
。
避
難
場

所
は
、
上
村
公
民
館
で
す
。�

　
ま
た
、
土
砂
災
害
の
危
険
が

高
い
滑
川
地
区
の
住
民
に
対
し

て
も
、
滑
川
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
へ
避
難
す
る
よ
う
勧
告
し
ま

し
た
。�

　
地
元
の
消
防
団
は
、
避
難
広

報
と
誘
導
に
あ
た
る
た
め
、
た

だ
ち
に
出
動
し
ま
し
た
。�

　
「
こ
ち
ら
は
、
東
温
市
災
害

対
策
本
部
で
す
。
ご
近
所
で
力

を
合
わ
せ
る
と
と
も
に
、
自
主

防
災
会
、
消
防
団
等
の
指
示
に

従
っ
て
冷
静
に
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。」�

�

◆�
�

　
午
前
１０
時
、
横
河
原
河
川
敷

で
は
、
横
河
原
区
自
主
防
災
会

と
陸
上
自
衛
隊
の
救
出
活
動
訓

練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。�

　
地
震
発
生
後
、
早
急
な
人
命

救
助
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
横

河
原
で
は
、
公
的
機
関
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
、
自
主
防
災
会

が
、
初
動
活
動
を
実
施
。
そ
の

後
、
生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
住
民
の
救
助
を
陸

上
自
衛
隊
が
行
い
ま
し
た
。�

　
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
は
、
人

命
救
助
、
被
災
者
の
救
護
活
動

を
も
っ
と
も
重
視
し
、
災
害
対

策
本
部
長
か
ら
県
知
事
へ
の
要

請
に
よ
り
出
動
し
ま
す
。�

　
国
、
県
、
市
、
地
域
住
民
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
連
携
し
な

が
ら
、
訓
練
は
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。�

　
災
害
対
策
本
部
の
横
に
は
、

一
時
間
で
２
０
０
食
調
理
で
き

る
設
備
を
も
つ
自
衛
隊
の
給
食

部
隊
と
横
河
原
区
自
主
防
災
会

が
協
働
し
て
、
炊
飯
テ
ン
ト
が

設
置
さ
れ
、
食
事
の
配
給
も
行

わ
れ
ま
し
た
。�

　
午
前
１１
時
２０
分
、
被
災
地
周

辺
の
状
況
調
査
を
終
了
し
た
防

災
ヘ
リ
が
着
陸
。�

　
愛
媛
県
防
災
行
政
無
線
の
警

戒
解
除
情
報
に
よ
り
、
災
害
対

策
本
部
が
解
散
さ
れ
、
訓
練
は

無
事
終
了
し
ま
し
た
。�

�
◇
◆
◇�

�

　
近
い
将
来
、
発
生
す
る
こ
と

が
確
実
視
さ
れ
る
「
南
海
・
東

南
海
南
海
地
震
」
の
規
模
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク
ラ
ス
の

巨
大
地
震
で
す
。�

　
東
温
市
で
も
、
震
度
５
強
か

ら
6
弱
の
激
し
い
地
震
動
に
襲

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

被
害
は
、
地
震
動
の
直
接
被
害

に
加
え
、
発
生
す
る
火
災
や
土

砂
崩
壊
な
ど
、
死
者
数
は
最
大

で
50
人
を
超
え
る
も
の
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
現
実
に
迫
り
来
る
、
こ
の
危

機
に
対
し
て
、
自
分
を
守
り
、

家
族
を
守
り
、
地
域
を
守
る
た

め
に
、
私
た
ち
に
は
何
が
で
き

る
の
か
。�

　
今
回
の
訓
練
は
、
そ
の
礎
と

な
る
で
し
ょ
う
。�

�

①災害ボランティア・アマチュア無線の会による情報収集�
②災害対策用ヘリコプター「愛らんど号」の到着�
③滑川自治区での自主防災活動�
④陸上自衛隊の災害派遣出動�
⑤上村区自主防災会の自主防災活動�
⑥消防団と消防署による合同消火活動�
⑦自衛隊の給食部隊と横河原区自主防災会による炊飯活動�

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て�

総
合
防
災
訓
練
を
実
施�

�

⑦� ⑥� ⑤� ④�
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■
松
山
税
務
署
か
ら�

�

●
申
告
に
つ
い
て�

　
平
成
１９
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
税
務
署
窓
口
で
の
相

談
及
び
申
告
書
の
受
付
は
、
平

成
２０
年
２
月
１８
日
（月）
か
ら
、
贈

与
税
は
２
月
１
日
（金）
か
ら
と
な

り
ま
す
。�

　
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日

曜
日
）
は
、
税
務
署
で
の
相
談

及
び
申
告
書
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
が
、
２
月
２４
日
及
び
３
月

２
日
に
限
り
、
日
曜
日
も
確
定

申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
付

を
行
い
ま
す
。�

�

●
安
全
・
確
実
・
便
利
な
振
替

納
税
の
ご
利
用
を�

　
個
人
事
業
者
の
所
得
税
や
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税

方
法
に
、
振
替
納
税
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。�

　
振
替
納
税
は
、
あ
な
た
の
預

貯
金
口
座
か
ら
、
自
動
的
に

納
税
が
で
き
ま
す
の
で
、
わ

ざ
わ
ざ
出
向
い
て
納
税
す
る

必
要
が
な
く
、
安
全
で
便
利

で
す
。�

　
新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
税
務
署
ま
た
は

預
貯
金
先
の
金
融
機
関
に
て
、

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
」を

申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
平
成
１９
年
分
の
所
得
税
の
口

座
振
替
日
は
４
月
２２
日
（火）
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替

日
は
４
月
２４
日
（木）
で
す
。�

�

●
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

　
ご
自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
告
、
納
税
等
を
デ
ー
タ
送
信

で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。�
�

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
申

告�国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

か
ら
直
接
電
子
申
告
が
で
き

ま
す
。�

�

▼
最
高
５
，０
０
０
円
の
税
額

控
除�

本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
所
得
税
の

確
定
申
告
を
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で

行
う
と
、
最
高
５
，０
０
０

円
の
所
得
税
の
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
（
平
成
１９

年
分
ま
た
は
平
成
２０
年
分
の

い
ず
れ
か
１
回
）�

�

▼
添
付
書
類
が
提
出
不
要�

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療

費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

等
は
、
提
出
に
代
え
て
、
記

載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

な
お
、
確
定
申
告
期
限
か
ら

３
年
間
、添
付
書
類
の
提
出

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
保
存
を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

▼
還
付
金
の
処
理
が
早
く
な
り

ま
す
。�

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た

還
付
申
告
は
、
３
週
間
程
度

の
期
間
で
還
付
処
理
が
可
能

と
な
り
ま
す
。�

�

▼
利
用
時
間�

１
月
２８
日
（月）
の
午
前
９
時
か

ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
期

限
の
３
月
１７
日
（月）
ま
で
は
、

２４
時
間
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用

が
可
能
で
す
。
な
お
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
作
業
等
に
よ
り
利

用
時
間
を
変
更
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
す
る
に
は
、
事
前
登
録

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、
次
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。�

　�
�

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　（http://w
w
w
.nta.go.jp

）�

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

）�

申告と納税は�
　　　　所得税・贈与税　　　・・・３月１７日（月）まで�
　　　　消費税及び地方消費税・・・３月３１日（月）まで��
 問い合せ先�
　 　　  松山税務署及び電話相談センター（TEL９４１－９１２１）�

確�定�
告�申�

確�定�
告�申�
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�
■
市
役
所
か
ら�

●
市
県
民
税
相
談�

　
市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成

１９
年
中
の
所
得
を
平
成
２０
年
１

月
１
日
に
お
住
ま
い
の
市
町
村

へ
、
３
月
１７
日
（月）
ま
で
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
市
役
所
で
は
、
次
の
日
程

表
の
と
お
り
相
談
日
を
設
け

ま
す
。�

　
例
年
、
相
談
会
場
は
た
い
へ

ん
混
雑
し
て
い
ま
す
。
指
定
地

区
分
け
に
よ
り
相
談
件
数
を
平

均
化
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
待
ち
時
間
が
長

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

�

▼
相
談
時
間�

９
時
か
ら
１５
時
ま
で�

（
土
・
日
を
除
く
）�

▼
相
談
会
場�

市
役
所
４
階
　
大
会
議
室�

※
駐
車
場
は
庁
舎
隣
接
西
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

�

　
青
色
申
告
の
方
や
、
譲
渡
所

得
等
に
よ
り
所
得
税
の
申
告
が

必
要
な
方
は
、
期
間
内
に
税
務

署
に
お
い
て
確
定
申
告
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。�

�

●
問
い
合
せ
先�

　
税
務
課 

市
民
税
第
１
係�

　（
　
９
６
４
・
４
４
０
３
）�

○市県民税による住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）の特例措置が実施されます。�
　平成１９年分以降の所得税において、住宅ローン控除の適用がある方で、税源移譲により所得税額が減少し
た結果、所得税から控除しきれない額の発生した方を対象に、翌年度の市県民税所得割額から減額する特例
措置が設けられ、平成２０年度から平成２８年度の市県民税に適用されます。�
［対象者］　平成１１年から平成１８年の間に入居した方に限られます。�
［申告方法］　特例措置の適用を受けられる方は、「市県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」を毎年提

出する必要があります。確定申告をされる方は確定申告書とともに税務署に提出し、確定申告
をされない方は源泉徴収票及び住宅借入金等の年末残高の確認できる書類を添付して、各年
度の１月１日現在にお住まいの市町村へ提出してください。申告書は税務課窓口において配布
します。提出期限は、各年度の３月１５日です。(※平成２０年度は３月１７日)　�

�
○所得変動があった方について減額措置が適用されます。�
　税源移譲により平成１９年度の市県民税が負担増となっていますが、所得税が課税されない程度まで平
成１９年中の所得が減少した方を対象に、税負担の緩和を図るための減額措置が設けられました。�
この減額措置により、対象者の平成１９年度市県民税額を、税源移譲前の税率により算定される額まで減額し、
税源移譲により増額となった市県民税相当額を、既に納付済の平成１９年度市県民税額から還付します。�
減額措置の適用を受けられる方は、平成２０年７月１日から同月３１日までに、平成１９年１月１日現在にお住まい
の市町村へ申告をする必要があります。なお、申告手続きの詳細については、別途広報等でお知らせします。�
�
○地震保険料控除が創設されます。�
　損害保険料控除が廃止され、地震保険料控除が創設されます。地震保険料控除の対象となる保険料の１／
２に相当する金額が控除されます。（限度額　２５，０００円）�
経過措置として、平成１８年１２月３１日までに締結した長期損害保険契約（地震保険料控除の対象になるもの
を除く）に係る保険料については、従前の損害保険料控除が適用されます。（限度額　１０，０００円）�
�
○老年者非課税措置の廃止に伴う経過措置が終了します。�
　６５歳以上の方（昭和１５年１月２日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が１２５万円以下の方に適用し
ていました老年者非課税措置の廃止に伴い、経過措置として、平成１８年度は算出市県民税額の２／３、平成１９
年度は１／３に相当する金額をそれぞれ軽減していましたが、平成２０年度以降は全額課税となります。�

平成２０年度　市県民税の税制改正について�

■相談日程表�

18(月)�
19(火)�
20(水)�
21(木)�
22(金)�
25(月)�
26(火)�
27(水)�
28(木)�
29(金)�
3(月)�
4(火)�
5(水)�
6(木)�
7(金)�
10(月)�
11(火)�
12(水)�
13(木)�
14(金)�
17(月)

山之内・横河原・北方 �
樋口・北方・松瀬川�
志津川・三内�
志津川・南方�
西岡・南方�
見奈良・三内�
田窪北・三内�

田窪南・松瀬川・吉久�
牛渕（旧県道より北）・南方�

牛渕（旧県道より南）・牛渕団地・北方�
南野田・播磨台・北方・吉久�
北野田・野田・上樋・三内�

下林・南方�
上林・上村・南方�

�
�

予備日�
（指定日に相談できなかった人）�

�

日　程� 指  定  地  区�

2
　
月
�

3
　
月
�
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■
総
務
課
か
ら�

�

●
採
用
職
種�

・
事
務
職
員
　
若
干
名�

　
市
内
各
施
設�

　
月
給
　
１
３
６
，１
８
３
円�

・
保
育
士
　
若
干
名�

　
市
立
各
保
育
所�

　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
。�

　
月
給
　
１
５
０
，４
４
４
円�

・
保
健
師
　
　
若
干
名�

　
健
康
セ
ン
タ
ー
他�

　
保
健
師
資
格
を
有
す
る
者
。�

　
月
給
　
１
６
２
，６
９
６
円�

・
調
理
員
　
若
干
名�

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
他�

調
理
業
務
。�

　
月
給
　
１
３
３
，６
７
２
円�

・
作
業
員
　
若
干
名�

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
　�

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー�

　
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る

　
者
。�

　
月
給
　
１
２
９
，７
５
５
円�

※
各
職
種
に
つ
い
て
、
定
期
昇

給
あ
り�

●
採
用
試
験�

・
日
　
時
　�

　
３
月
２
日
（日）�

　
午
前
９
時
か
ら�

・
場
　
所�

　
東
温
市
役
所
会
議
室�

・
試
験
の
内
容
　
作
文
・
面
接�

・
合
格
発
表
　�

　
３
月
中
旬�

・
採
用
期
日�

　
平
成
２０
年
４
月
１
日�

●
受
験
手
続
き�

次
の
書
類
を
市
役
所
総
務
部

総
務
課
人
事
係
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。�

・
履
歴
書
（
申
込
日
前
３
ヶ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添

付
）�

・
資
格
証
明
書
の
写
し
又
は
、

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
証
明
書
（
保
育

士
、
保
健
師
）�

●
受
付
期
間�

　
２
月
４
日
（月）� 

か
ら�

　
２
月
２０
日
（水）�
・
持
参
に
よ
る
申
込�

２
月
４
日
（月）
か
ら
２
月
２０
日

（水）
ま
で
の
勤
務
時
間
中
（
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

３０
分
ま
で
、
祝
日
は
除
く
）

に
受
け
付
け
ま
す
。�

・
郵
送
に
よ
る
申
込�

２
月
４
日
（月）
か
ら
２
月
２０
日

（水）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
簡
易

書
留
等
確
実
な
方
法
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。�

※
採
用
決
定
後
、
健
康
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

●
申
込
・
問
い
合
せ
先�

　
〒
７
９
１
‐
０
２
９
２�

東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１�

東
温
市
役
所
　�

総
務
部
総
務
課
人
事
係�

　
９
６
４
・
４
４
０
０�

���

■
教
育
委
員
会
か
ら�

●
採
用
職
種�

・
学
校
生
活
支
援
員
　
若
干
名�

　
市
内
小
学
校�

　
日
給
　
６
，９
４
４
円�

　（
年
間
２
１
５
日
程
度
）�

・
幼
稚
園
生
活
支
援
員
　
若
干
名�

北
吉
井
幼
稚
園
・
川
上
幼
稚

園�幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る

者
。�

　
時
給
　
８
６
８
円�

（
一
日
５
時
間
勤
務
・
年
間 �

   

２
０
０
日
程
度
）�

・
幼
稚
園
業
務
委
託
校
務
員�

　
１
名�

　
重
信
幼
稚
園�

　
委
託
料
　
１
３
６
，５
０
０
円�

　（
月
額)�

・
社
会
教
育
指
導
員
　
若
干
名�

　
生
涯
学
習
課�

　
月
給
　
１
４
５
，１
２
１
円�

・
図
書
館
パ
ー
ト
職
員
　
１０
名�

　
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務�

　
時
給
７
８
６
円�

（
社
会
保
険
等
・
交
通
費
無
）�

勤
務
時
間
５
時
間
・
５
・
５

時
間
／
日
（
シ
フ
ト
制
）�

応
募
資
格�

・
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
が
で

き
る
方�

・
明
る
く
さ
わ
や
か
な
応
対
が

で
き
る
方�

・
几
帳
面
で
、
資
料
の
整
理
・

整
頓
が
得
意
な
方�

・
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
の

勤
務
が
可
能
な
方�

・
図
書
館
司
書
・
学
校
司
書
の

有
資
格
者
は
歓
迎
し
ま
す�

●
採
用
試
験�

・
日
　
時
　�

　
３
月
２
日
（日）�

　
午
前
９
時
か
ら�

・
場
　
所�

　
東
温
市
役
所
会
議
室�

・
試
験
の
内
容
　
面
接�

・
合
格
発
表
　�

　
３
月
中
旬�

・
採
用
期
日�

　
平
成
２０
年
４
月
１
日�

●
受
験
手
続
き�

次
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
市
役
所
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
総
務
係
ま
で
提

平成20年度�

臨時職員等を募�
集
し
ま
す�！

�
国民健康保険  ７０歳未満の高額療養費について�

国民健康保険係　TEL ９６４－４４０８�



出
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
履
歴
書
（
申
込
日
前
３
ヶ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添

付
）�

・
資
格
証
明
書
の
写
し
又
は
、

平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
に

取
得
見
込
み
証
明
書
（
幼
稚

園
生
活
支
援
員
、図
書
館
パ

ー
ト
職
員
）�

●
受
付
期
間�

　
２
月
４
日
（月）
か
ら�

　
２
月
２０
日
（水）�

・
持
参
に
よ
る
申
込�

２
月
４
日
（月）
か
ら
２
月
２０
日

（水）
ま
で
の
勤
務
時
間
中
（
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

３０
分
ま
で
、
祝
日
は
除
く
）

に
受
け
付
け
ま
す
。�

・
郵
送
に
よ
る
申
込�

２
月
４
日
（月）
か
ら
２
月
２０
日

（水）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
簡
易

書
留
等
確
実
な
方
法
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。�

●
申
込
・
問
い
合
せ
先�

　
〒
７
９
１
‐
０
２
９
２�

　
東
温
市
見
奈
良
５
３
０
番
地
１�

　
東
温
市
役
所
　�

　
東
温
市
教
育
委
員
会�

　
学
校
教
育
課
総
務
係�

　
　
９
６
４
・
４
４
２
０�

�
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計算上の注意�

高額療養費の自己負担限度額（月額）�

70歳未満� 3回目まで� 4回目以降�

150,000円＋{(医療費(10割)－�
500,000円)×１%}

80,100円＋{(医療費(10割)－�
267,000円)×１%}

35,400円�

上位所得者�
(基礎控除後の総所
得金額が600万円
を超える世帯)

83,400円�

44,400円�

24,600円�

一　　　般�

住民税非課税世帯�

同月内に、同一医療
機関に対して支払っ
た金額が、21,000円
を超えていますか？�

2ヵ所以上の医療機関、
又は同じ世帯内で、
自己負担の金額が
21,000円を超えてい
るものを合算してく
ださい。合計金額が
上記の自己負担限度
額を超えた場合に、
高額療養費が支給さ
れます。�

それは、�
入院ですか？�
外来ですか？�
�

院外処方の調剤薬
局と合算して、
21,000円を超え
ていますか？�

入院予定の方は、事前に市役所保険年金課
又は川内支所窓口で「限度額適用認定証」
の交付を受け、入院時に医療機関窓口に提
示すると、自己負担限度額までの支払で済
むようになっています。�

対象外�

スタート�

いいえ�

はい� いいえ�

入院�

外
来�

は
い�

国民健康保険国民健康保険  ７０歳未満の高額療養費歳未満の高額療養費について�
国民健康保険係　国民健康保険係　TEL ９６４－４４０８�

国民健康保険  ７０歳未満の高額療養費について�
国民健康保険係　TEL ９６４－４４０８�

　国民健康保険では、被保険者が病気やけがなどで、医療機関に対し一
定額を超える高額の自己負担を支払ったとき、申請をして認められると、
下記の限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。�

※医療費を合算して、高額療養費が支給される場合もあります。下の図
をご参考ください。�

　以上については、あくまでご自身で確認するための目安ですので、詳
細等につきましては、市役所保険年金課までお気軽にご相談ください。�

①月の１日から末日まで、つまり暦月ごとの受診について計算しま
す。�

②２ヵ所以上の医療機関にかかった場合は、別々に計算します。�
 ※院外処方の調剤代金については、処方箋を交付した医療機関と
合算できます。�

③同一医療機関の場合でも、歯科は別計算になります。また、外来・
入院も別計算です。�

　※医療機関によっては、診療科ごとに計算するところもあります。�
④入院時の食事代や保険がきかない差額ベッド料などは、支給の対
象外となります。�

�
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交
通
災
害
共
済
制
度
は
、
昭
和
４４
年
４

月
１
日
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の

３８
年
間
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
よ

り
災
害
を
受
け
た
住
民
又
は
遺
族
に
、
少

し
の
掛
金
で
災
害
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
と
し
て
、
住
民
福
祉
の

増
進
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
�

　
し
か
し
、
こ
の
１０
年
間
、
加
入
者
数
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
平
成
１９

年
６
月
６
日
現
在
で
の
加
入
率
は
２６�
・�
３７

％
（
東
温
市
　
２６�
・�
３８
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
�

　
そ
の
一
方
、
支
払
わ
れ
る
災
害
見
舞
金

の
支
給
率
は
、
昭
和
５８
年
以
降
、
毎
年
の

加
入
者
掛
金
の
９５
％
近
く
を
災
害
見
舞
金

と
し
て
支
払
う
状
況
と
な
っ
て
お
り
、さ

ら
に
昭
和
６０
年
以
降
は
、
積
立
金
を
取
り

崩
し
て
の
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
�

　
そ
こ
で
、
今
後
も
安
定
し
た
運
営
を
行

っ
て
い
く
た
め
に
、
今
回
、
制
度
内
容
に

つ
い
て
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
一
部
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
変
更
内
容
は
、
次
の
５
点
で
す
。
�

�①
共
済
掛
金
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
２０
年
度
申
込
か
ら
�

積
立
金
の
取
り
崩
し
を
抑
え
、
加
入
者

掛
金
で
災
害
見
舞
金
を
ま
か
な
う
た
め
、

掛
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
�

�〈
現
在
〉
�

・
一
　
　
　
般
　
　
６
０
０
円
�

・
中
学
生
以
下
　
　
２
５
０
円
�

�〈
２０
年
度
加
入
〉
�

・
一
　
　
　
般
　
　
７
０
０
円
�

・
中
学
生
以
下
　
　
３
０
０
円
�

�②
災
害
見
舞
金
の
等
級
が
、
１０
等
級
制
か

ら
８
等
級
制
に
な
り
ま
す
。
�

※
平
成
２０
年
４
月
以
降
発
生
の
交
通
事
故

か
ら
�

���������������������������������

③
交
通
事
故
証
明
の
提
出
が
な
い
場
合
、

見
舞
金
が
半
額
に
な
り
ま
す
。
�

こ
れ
ま
で
は
、
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務

組
合
所
定
の
様
式
「
交
通
事
故
申
立
書
」

で
の
申
請
に
つ
い
て
も
、
災
害
見
舞
金

の
支
払
い
は
全
額
認
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
（
松

山
市
勝
岡
町
）
事
務
所
長
の
発
行
す
る

交
通
事
故
証
明
書
及
び
そ
れ
に
準
ず
る

交
通
事
故
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出
が

な
い
場
合
、
災
害
見
舞
金
の
支
払
い
は

半
額
と
な
り
ま
す
。
�

�④
加
入
者
の
死
亡
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て
、

期
限
の
特
例
が
で
き
ま
し
た
。
�

災
害
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
７
０
０

日
以
上
２
年
以
内
に
、
そ
の
災
害
に
よ

っ
て
死
亡
し
た
加
入
者
の
災
害
見
舞
金

の
請
求
は
、
死
亡
の
翌
日
か
ら
３０
日

以
内
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
�

�⑤
頚
椎
捻
挫
、
腰
椎
捻
挫
な
ど
に
対
し
て
、

日
数
制
限
が
で
き
ま
し
た
。
�

交
通
事
故
に
よ
る
頚
椎
捻
挫
、
腰
椎
捻

挫
又
は
そ
れ
に
類
す
る
そ
の
他
�

自
覚
症
状
の
な
い
傷
病
に
つ
�

い
て
は
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
、

２
０
０
日
未
満
の
治
療

期
間
に
お
け
る
治
療
実

日
数
が
限
度
と
な
り
ま
す
。�

�

交通災害共済制度の�
一部が変わります！�
交通災害共済制度の�
一部が変わります！�

4月1日から�

現　在�２０年４月１日以降�
等級�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

災害の程度（医師の治療実日数）�

死亡�

360日以上の障害�

180日以上360日未満の障害�

96日以上180日未満の障害�

80日以上96日未満の障害�

64日以上80日未満の障害�

48日以上64日未満の障害�

32日以上48日未満の障害�

16日以上32日未満の障害�

7日以上16日未満の障害�

�

金額（円）�

1,000,000�

200,000�

175,000�

150,000�

125,000�

100,000�

75,000�

50,000�

30,000�

10,000�

�

等級�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8

災害の程度（医師の治療実日数）�

死亡�

200日以上の障害�

100日以上200日未満の障害�

70日以上100日未満の障害�

50日以上70日未満の障害�

30日以上50日未満の障害�

16日以上30日未満の障害�

7日以上16日未満の障害�

�

金額（円）�

1,000,000�

150,000�

120,000�

100,000�

80,000�

60,000�

30,000�

20,000�
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加
入
申
込
に
つ
い
て
�

�○
加
入
資
格
�

　
東
温
市
に
住
民
票
の
あ
る
方
�

（
平
成
２０
年
４
月
１
日
現
在
）
�

※
学
生
等
で
東
温
市
に
住
民
票
が
な
い
方

で
も
、
扶
養
義
務
者
が
加
入
さ
れ
る
場

合
は
加
入
で
き
ま
す
。
�

○
共
済
掛
金
�

・
一
　
　
　
般
　
　
７
０
０
円
�

　（
平
成
５
年
４
月
１
日
生
以
前
）
�

・
中
学
生
以
下
　
　
３
０
０
円
�

　（
平
成
５
年
４
月
２
日
生
以
降
）
�

※
平
成
２０
年
３
月
に
卒
業
の
中
学
生
は
一

般
扱
い
に
な
り
ま
す
。
�

○
共
済
期
間
�

　
４
月
１
日
〜
平
成
２１
年
３
月
３１
日
�

※
中
途
加
入
の
場
合
は
、
掛
金
を
納
め
た

日
の
翌
日
か
ら
平
成
２１
年
３
月
３１
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。
�

（
転
出
さ
れ
た
場
合
も
共
済
期
間
は
有

効
で
、
加
入
者
で
あ
れ
ば
日
本
国
内
ど

こ
で
起
き
た
交
通
事
故
で
も
適
用
）
�

○
受
付
方
法
�

各
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
・
市

役
所
社
会
福
祉
課
・
川
内
支
所
で
受
け

付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
加
入
申
込
書
の

記
載
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
市

役
所
社
会
福
祉
課
・
川
内
支
所
ま
た
は

支
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
�

○
時
効
�

災
害
見
舞
金
を
請
求
で
き
る
期
間
は
、

災
害
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
以

内
で
す
。
�

○
問
い
合
せ
先
�

　
社
会
福
祉
課（
　
９
６
４
・
４
４
０
６
）
�

　３歳から小学校就学前のお子様の通院医療費について、現在は、
第２子以降のお子様に限り助成を受けることができますが、平成
２０年４月1日からは、第２子以降に限らず第１子のお子様から助
成を受けることができるようになります。�
　�
■乳幼児医療費助成の範囲�
�

■助成対象�
　３歳から小学校就学前で、次の資格要件を満たすお子様�
○他の医療費助成（母子家庭医療費、重度心身障害者医療費等）
を受けていないこと。�

※生活保護法による医療扶助を受けている場合、健康保険に加入
していない場合は対象になりません。�

�
■受給者証（オレンジ色）の交付�
○すでに３歳になられている第1子のお子様の受給者証は、３月中
にお送りします。�

※今回の助成拡大の対象に該当すると思われる方で、３月中に受
給者証が届かない場合は、お問い合わせください。�

○現在受給者証をお持ちの第２子以降のお子様は、現在お持ちの
受給者証をお使いください。�

○平成２０年４月２日以降３歳になられるお子様の受給者証は、３
歳のお誕生日の月末（1日生まれのお子様はお誕生日の前月末）
までにお送りします。�

※あらためて申請をする必要はありません。�
○他の医療費助成を受けることができる方は対象になりません。�
※平成２０年４月1日現在、３歳未満のお子様で、重度心身障害者・
母子家庭医療の受給資格を有する乳幼児医療費受給者の方は、
３歳になられましたら資格取得の手続きをしてください。�
�
■助成の方法（従来の乳幼児医療の場合と同じです）�
　愛媛県内の保険医療機関…窓口での負担はありません。�
　愛媛県外の保険医療機関…窓口で一部負担金を支払った後、市 

役所で払い戻しを受ける手続きをし
てください。�

※県内外いずれの場合も、保険適用外の費用、入院中の食事代は
除きます。�

�
問い合せ先　保険年金課 　TEL９６４－４４０８�

現行制度�

年　　　齢�
通院医療費�
入院医療費�

�

0歳から2歳�

従来から助成対象�

�

3歳から就学前�

第2子以降のみ助成対象�

�従来から助成対象�

平成２０年４月１日から�

年　　　齢�
通院医療費�
入院医療費�

�

0歳から2歳�

従来から助成対象�

�

3歳から就学前�

第1子からすべてのお子様が助成対象�
�従来から助成対象�
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おへその高さで水平に測りましょう！�

ウエスト回り�
男性：８５cm以上�
女性：９０cm以上�

どれか２つ以上�
脂質異常�
高血圧�
糖尿病�
�

メタボリックシンドローム�

＝
�

＋
�

お腹に脂肪がたくさんあり、�
隠れている方は� もっとも細い

部分では�
ありません。�

肋骨の一番下�
中間あたり�
骨盤の一番上�

　
基
本
健
康
診
査
が
、
今
年
の
４
月
か

ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に

変
わ
り
ま
す
。�

�

Ｑ
基
本
健
康
診
査
と
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
で
は
何
が
違
う
の
で
し
ょ

う
か
？�

Ａ
①
実
施
主
体
が
、
市
町
村
か
ら
、
健

康
保
険
組
合
や
国
民
健
康
保
険
と
い

っ
た
医
療
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
４０
歳
か
ら
７４
歳
の
医
療

保
険
加
入
者
に
な
り
ま
す
。�

☆
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
今
ま
で

ど
お
り
東
温
市
が
実
施
す
る
特
定
健

診
を
受
診
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

☆
他
保
険
の
加
入
者
は
医
療
保
険
者
か

ら
の
通
知
に
従
っ
て
受
診
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。�

☆
７５
歳
以
上
の
方
は
、
愛
媛
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
委
託
を
受
け

て
東
温
市
が
実
施
し
ま
す
。�

Ａ
②
よ
り
一
層
、
保
健
指
導
に
重
点
が

お
か
れ
ま
す
。
今
ま
で
の
基
本
健
康

診
査
は
、
病
気
の
芽
を
つ
む
健
診
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
種
の
段
階
で

防
ぐ
健
診
に
変
わ
り
ま
す
。�

Ａ
③
健
診
・
保
健
指
導
を
医
療
保
険
者

が
行
う
こ
と
で
、
継
続
し
た
健
康
管

理
が
で
き
ま
す
。
健
診
結
果
は
、
原

則
と
し
て
医
療
保
険
者
が
保
管
す
る

た
め
、
健
診
後
に
行
わ
れ
る
生
活
習

慣
改
善
の
た
め
の
保
健
指
導
も
過
去

の
結
果
を
踏
ま
え
て
行
え
、
継
続
し

た
健
康
管
理
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
健
診
・
保
健
指
導
の
効
果
が

医
療
費
に
ど
う
反
映
さ
れ
る
か
も
わ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

Ａ
④
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

見
つ
け
る
新
し
い
検
査
項
目
（
腹
囲

測
定
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
《
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
》
検
査
等
）
が

加
わ
り
ま
す
。�

※
東
温
市
で
は
、
平
成
１９
年
度
の
基
本

健
康
診
査
に
腹
囲
測
定
と
血
糖
検
査

を
追
加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。�

Ｑ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
っ
て

何
で
す
か
？�

Ａ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

運
動
不
足
や
食
べ
過
ぎ
に
よ
っ
て
、

お
な
か
の
周
り
に
脂
肪
が
つ
き
、
高

血
糖
、
脂
質
異
常
、
高
血
圧
を
引
き

起
こ
し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
１
つ

１
つ
は
軽
度
で
も
、
放
っ
て
お
く
と
、

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
心
臓
病
や

脳
卒
中
と
い
っ
た
病
気
を
招
き
や
す

く
な
り
ま
す
。�

Ｑ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
人

は
ど
の
く
ら
い
い
る
の
？�

Ａ
男
性
は
、
２
人
に
１
人
。�

　
女
性
は
、
４
人
に
１
人
で
し
た
。�

※
平
成
１９
年
度
東
温
市
基
本
健
康
診
査

結
果
か
ら�

　
（
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
受
診
者
）�

Ｑ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い

わ
れ
た
ら
？�

Ａ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
落
胆
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
臓
脂
肪
は
、
皮

下
脂
肪
に
比
べ
て
、
た
ま
り
や
す
い

反
面
、
減
ら
し
や
す
い
性
質
が
あ
り

ま
す
。
体
重
を
減
ら
す
こ
と
で
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

や
改
善
は
可
能
で
す
。�

�

　
健
診
を
受
け
て
、
ま
ず
今
自
分
が
ど

う
い
う
状
態
に
あ
る
か
を
知
り
、
自
分

の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。�

　
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
が
多
い
ほ
ど
、

１０
年
後
の
医
療
費
が
高
く
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
健
康
に
な
れ
ば
医
療
費
も
節
約
で
き

ま
す
。
毎
年
の
健
診
の
機
会
に
生
活
習

慣
を
振
り
返
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。�
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〇保険料の試算（例） 

愛媛県後期高齢者医療広域連合  TEL ９１１-７７３３　　　E-mail info@ehime-kouiki.jp�
ホームページ　http://www.ehime-kouiki.jp/　　　東温市役所　保険年金課  TEL ９６４-４４０８�

愛媛県後期高齢者医療広域�
連合のロゴマークです。�

※保険料は原則として年金（年額
１８万円以上の方）から天引きさ
れます。年金額が年額１８万円未
満の方や介護保険料と合わせた
保険料額が年金額の２分の１を
超える場合は、納付書等により
お近くの金融機関等へ個別に納
めます。�

試算のモデルとなった年金収入に
ついて�
※国民年金の年間受給額の満額：
約７９万円�

※愛媛県全体の年間平均保険料
６０,６９０円から逆算した年間年金
収入額：約１８８万円�
※厚生年金受給者の一般的な年間
受給額（厚生労働省提示）：約２０１
万円�

所得割額�

賦課限度額50万円�

均等割額�
41,659円／年�

＋�
2割軽減�5割軽減�7割軽減�

保
険
料
額

�

後期高齢者医療制度は国が全国一律に定めた制度です�

４月から後期高齢者医療制度が始まります!
被保険者は…愛媛県内に住む７５歳以上の方及び６５歳以上で一定の障害がある方のすべてが、後期高齢者

医療制度の被保険者となります。�
保 険 証 は…受診の際、今までは老人医療受給者証と保険証が必要でしたが、後期高齢者医療制度では

原則保険証１枚で受診できます。また、保険証はカードタイプ（免許証サイズ）となり、
平成２０年３月末に、郵送でお届けします。�

医療機関で診療を受けたときは…�
病気やけがにより保険医療機関を受診したときは、保険証を提示し、これまでの老人医療
と同様に、所得に応じた自己負担額（一部負担金）を支払います。�

　　　　　　※自己負担額　 一般の方…１割   現役並みの所得がある方…３割�
保 険 料 は…保険料は、定額部分である均等割額（４１，６５９円／年）と所得に応じて計算される所得割額

（所得割率７．８５％）の合計額となり(賦課限度額５０万円)、所得の低い方には、均等割額が軽
減（７割・５割・２割）されます。また、国民健康保険では世帯単位で保険料が賦課され
ていましたが、後期高齢者医療では個人単位で保険料が賦課されます。�

�
後期高齢者医療制度加入前に健康保険などの被扶養者だった方の保険料の特例措置�
●加入から２年間は均等割が半額に軽減され、所得割が賦課されません。�
●４月から９月までは保険料負担を凍結し、１０月から平成２１年３月までは保険料を９割軽減します。�

後期高齢者医療制度の住民説明会を開催します！�
　４月1日から７５歳以上のすべての高齢者は後期高齢者医療制度に
加入することとなります。そこで、４月から始まる新制度の説明会
を、次の要領で開催します。皆様のご参加をお待ちしています。�
重信地区　３月 １日（土）　午後１時３０分～　中央公民館２階大ホール�
川内地区　３月２３日（日）　午後１時３０分～　川内公民館１階大ホール�
※いずれかご都合のよい方にご参加ください。�
■問い合せ先　市役所　保険年金課（TEL ９６４－４４０８）�
�

区      分�

【一人世帯】　年金収入      79万円�  年間12,490円（月額約1,040円）�

【二人世帯】　夫・年金収入  79万円�
　　　　　　妻・年金収入  79万円�

一人 年間12,490円（月額約1,040円）�
夫婦 年間24,980円�

【一人世帯】　年金収入    188万円�  年間60,800円（月額約5,066円）�

【一人世帯】　年金収入    201万円�  年間71,000円（月額約5,916円）�

【二人世帯】　夫・年金収入188万円�
　　　　　　妻・年金収入 79万円�

　夫 年間48,300円（月額約4,025円）�
　妻 年間20,820円（月額約1,735円）�

【二人世帯】　夫・年金収入201万円�
　　　　　　妻・年金収入 79万円�

　夫 年間71,000円（月額約5,916円）�
　妻 年間33,320円（月額約2,776円）�

保　　険　　料�
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現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
児

童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家
庭
の

自
立
を
促
進
す
る
と
い
う
目
的

で
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
２０

年
４
月
以
降
は
、
手
当
を
受
け

始
め
て
か
ら
５
年
以
上
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
す
る
月
か
ら

７
年
を
経
過
し
た
時
の
い
ず
れ

か
早
い
時
期
（
以
下｢

５
年
以

上
経
過
等｣

と
い
う
。）
で
、
そ

の
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
た
だ
し
、
認
定
請
求
時
に
お

い
て
、
３
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
場
合
は
特
例
が
あ

り
ま
す
。�

　
次
の｢

一
部
支
給
停
止
適
用

除
外｣

に
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、

証
明
書
等
の
提
出
が
必
要
で

す
の
で
、
必
ず
指
定
す
る
提

出
期
限
ま
で
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。（
提
出
が
無
い
場
合
は
、

手
当
は
１
／
２
と
な
り
ま
す
。
）

手
当
を
受
け
始
め
て
か
ら
５

年
以
上
経
過
等
に
該
当
さ
れ

る
方
に
は
、
事
前
に
ご
案
内

し
ま
す
。�

　
ま
た
、
５
年
以
上
経
過
等
に

該
当
す
る
年
に
は
、
書
類
の
提

出
が
最
初
の
経
過
月
と
現
況
届

時
と
２
回
必
要
と
な
り
、
翌
年

以
降
は
、
現
況
時
の
１
回
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

��「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止�

適
用
除
外
事
由
」�

�

　
受
給
者
が
…�

①
就
業
し
て
い
る
場
合
。�

　（
雇
用
・
自
営
業
従
事
証
明
等
）�

②
求
職
活
動
そ
の
他
自
立
に
向

け
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
場

合�（求
職
活
動
・
求
職
活
動
支

援
機
関
等
利
用
証
明
・
採
用

選
考
証
明
等
）�

③
負
傷
・
疾
病
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
事
由
に
よ
り
就
業
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合�

（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
、

特
定
疾
病
療
養
受
療
者
・
負

傷
・
疾
病
に
よ
り
相
当
期
間

療
養
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
医
師
の
診
断
書
等
）�

�

１８
歳
以
上
２０
歳
未
満
の
児
童
が
…�

④
障
害
状
態
に
あ
る
場
合�

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・

３
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
・
２
級
、
法
に
定
め

る
障
害
に
あ
る
医
師
の
診

断
書
等
）�

　
児
童
・
親
族
が
…�

⑤
受
給
資
格
者
の
監
護
す
る
児

童
又
は
受
給
資
格
者
の
親
族

が
、障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
、

負
傷
・
疾
病
に
よ
り
相
当
期

間
療
養
が
必
要
で
あ
る
こ
と

お
よ
び
要
介
護
状
態
に
あ
る

こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

事
由
に
よ
り
、
受
給
資
格
者

が
こ
れ
ら
の
者
の
介
護
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
就
業
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合�

（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
、

特
定
疾
病
療
養
受
療
者
、
負

傷
・
疾
病
に
よ
り
相
当
期
間

療
養
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
医
師
の
診
断
書
等
）�

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・

３
級
、
療
育
手
帳
Ａ
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・

２
級
お
よ
び
法
に
定
め
る
障

害
に
あ
る
医
師
の
診
断
書
等
）�

�

　
審
査
に
よ
り
上
記
に
該
当
し

な
い
方
は
、
５
年
以
上
経
過
等

の
月
の
翌
月
よ
り
手
当
が
減
額

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。�

�

○
問
い
合
せ
先�

　
社
会
福
祉
課�

　（
　
９
６
４
・
４
４
０
６
）�

�

　「法テラス」は、法的トラブルを解決す
るための情報やサービスを受けられる社会
をめざすために設立された新しい施設です。�
　「法テラス」の正式名称は「日本司法支
援センター」ですが、「法で社会を明るく
照らしたい」「陽当たりのよいテラスのよ
うに皆さんが安心できる場所にしたい」と
いう思いを込めて、「法テラス」と名付け
られました。　�
　「法テラス」では、全国どこでも、いつ
でも、だれでも、法による紛争解決に必要
な情報やサービスが受けられるよう支援を
行っています。�
�

ＴＥＬ ０５７０－０７８３７４�
平日 ９：００～２１：００　土曜日 ９：００～１７：００�

�
　電話は、必ずすべての番号をダイヤルし
てください。間違い電話が多くなっており
ますので、くれぐれもおかけ間違いのない
ようご注意願います。�
�

お な や み な し �



●東温市で執行した入札結果は次のとおりです。�
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工事（業務）概要�

南方�

�
則之内
河之内�
�

市内�
�
�

北方�
�
�

志津川�
�
�

牛渕�
�

田窪�
下林�
上林�
�

則之内�
�
�

則之内�
�

塩ヶ森
ふるさ
と公園�
�

市内�
�
�

則之内�
�
�

西岡�
�

田窪�
志津川�
南方�
�

市内�
�
�

市内�
�
�

則之内�
�
�

市内�
�
�

市内�
�
�

南方�
�
�

松瀬川�
�
�

則之内�
�
�

見奈良�

�
北方�
松瀬川�
�

横河原�
�
�

㈱愛郷建設�
コンサルタント�

�
㈱菱和設計�
コンサルタント�

�
㈱芙蓉�

コンサルタント�

丹下建設㈱�

㈱鳳建築設計事務所�

㈱鳳建築設計事務所�

㈱鳳建築設計事務所�

㈱東和テクノロジー�

協和道路㈱�

森貞建設㈱�

丹下建設㈱�

㈲フジモト設備�

安田㈱松山支店�

温泉教育用品㈲�

㈱塩坂建設�

日進建設㈱�

㈱塩坂建設�

上本住宅設備�

㈲フジモト設備�

㈲さくらい設備�

㈲さくらい設備�

㈱菱和設計�
コンサルタント�

村上産業㈱�

㈱塩見配管�

前田道路㈱�

1,344,000円

13,650,000円�

10,395,000円�

577,500円

1,491,000円�

1,491,000円�

735,000円�

1,365,000円�

11,655,000円�

3,076,500円�

2,782,500円�

15,330,000円�

32,340,000円�

2,049,600円�

15,729,000円�

11,970,000円�

2,289,000円�

2,940,000円�

2,835,000円�

3,097,500円�

5,418,000円�

8,085,000円�

1,282,050円�

21,789,600円�

4,572,750円�

川内地区統合簡易水道川内浄水
場造成工事実施設計委託業務�
�
川内地区統合簡易水道東谷
地区実施設計委託業務�
�
汚水管渠詳細設計委託業務（川
内処理区）その1�
�
川内地区統合簡易水道事業（31
工区）に伴う埋蔵文化財確認調
査部分委託業務��
双葉保育所耐震診断調査委
託業務�
�
南吉井第二保育所耐震診断
調査委託業務�
�
南吉井保育所他2施設耐震診
断調査委託業務�
�
ごみ処理施設解体撤去及び
跡地施設整備における申請
書類等の作成委託業務�
�
川内地区統合簡易水道改良
工事（38工区）�
�
塩ヶ森ふるさと公園頂上トイ
レ改修工事�
�
公共下水道汚水管渠工事（19
－②工区）�
�
川内地区統合簡易水道改良
工事（36工区）�
�
重信地区統合簡易水道改良
工事（122工区）�
�
小中学校理科教育等振興備
品購入�
�
横灘団地汚水管渠工事その2�
（Ａ路線）�
�
横灘団地汚水管渠工事その2�
（Ｂ路線）�
�
川内地区統合簡易水道改良
工事（４０工区）�
�
東温市内量水器取替工事�
その1　�
�
東温市内量水器取替工事�
その2　�
�
川内地区統合簡易水道改良
工事（39工区）�
�
県道改良工事に伴う配水管
布設替工事�
�
川内地区統合簡易水道惣田
谷下ポンプ場実施設計委託
業務�
�
東温市指定ごみ袋（大）追加
作成業務�
�
川内地区統合簡易水道改良
工事（35工区）�
�
重信川河川敷臨時ヘリポート
整備工事�

浄水場造成工実施設計　一式  �

  �
測量設計　一式  �

  �
開削（レベル１） L=1.33km  �

  �
埋蔵文化財確認調査一式  �

  �
耐震診断調査　１棟　S54.3築 RC 2階建 延べ床
面積 1,058m2  �
  �
耐震診断調査　１棟　S55.3築 RC 2階建 延べ床
面積 1,068m2  �
  �
南吉井保育所 木造平屋建 879m2 S48築　拝志
保育所 木造平屋建 411m2 S46築  上林保育所 
木造平屋建 265m2 S52築　  �  �
東温市リサイクルセンター財産処分申請書作成及
び跡地施設整備地域計画書等策定  �

  �
舗装復旧工　Ａ＝6,514m2  �
  �
  �
不等沈下改修工　一式、給排水衛生設備工　一式  �
  �
  �
開削　PRP150m／m管　L=121.0m  �
  �
  �
配水管布設工φ100　L=804.0m  �
  �
  �
推進工　一式、配水管布設工φ350～φ150　
L=275.7m  �

  �
理科教育等振興備品購入　一式  �
  �
  �
管更生Ｌ＝2.0ｍ、部分補修Ｌ＝55.0ｍ  �
  �
  �
管更生Ｌ＝1.6ｍ、部分補修Ｌ＝38.4ｍ  �
  �
  �
コンクリート舗装工　Ａ＝477.0m2  �
  �
  �
量水器取替工　ｎ＝819箇所  �
  �
  �
量水器取替工　ｎ＝795箇所  �
  �
  �
配水管布設工　φ75　Ｌ＝206.9ｍ  �
  �
  �
配水管布設工　φ100～φ75　Ｌ＝238.4ｍ  �
  �
  �
ポンプ場実施設計　一式  �
  �
  �
東温市指定ごみ袋（大）追加作成　150,000枚  �
  �
  �
配水管布設工φ300　Ｌ＝418.2ｍ  �
  �
  �
舗装工　Ａ＝1，700m2、表層工　ｔ＝4ｃｍ、上層路
盤工　ｔ＝7ｃｍ�

H19.11.22�
～H20.3.10�
�
H19.11.22�
～H20.3.10�
�
H19.11.22�
～H20.2.20�
�
H19.11.22�
～H19.12.28�
�
H19.11.22�
～H20.1.31�
�
H19.11.22�
～H20.1.31�
�
H19.11.22�
～H20.1.31�
�
H19.11.22�
～H20.3.21�
�
H19.11.26�
～H20.2.15�
�
H19.11.30�
～H20.2.29�
�
H19.11.30�
～H20.2.15�
�
H19.12.28�
～H20.3.21�
�
H19.12.7�
～H20.3.19�
�
H19.12.14�
～H20.3.14�
�
H19.12.17�
～H20.3.20�
�
H19.12.17�
～H20.3.20�
�
H19.12.17�
～H20.3.17�
�
H19.12.17�
～H20.3.14�
�
H19.12.17�
～H20.3.14�
�
H19.12.17�
～H20.3.17�
�
H19.12.17�
  ～H20.2.20�
�
H19.12.27�
  ～H20.3.14�
�
H19.12.27�
  ～H20.3.28�
�
H19.12.28�
～H20.3.17�
�
H20.1.7�
～H20.2.29

11/21

11/28

12/5

12/13

12/26

12/27

入札日� 場　所� 税込落札金額�工　期�工事（業務）名� 落札業者�

※なお、記載内容については、工期等の変更が行われる場合があります。�

（平成19年11月21日～12月27日分）�

　市では、広く行政情報を公開し、事務事業の執行の
透明性を確保するよう努めています。その一環として、
指名競争入札の透明性を図るため、入札結果も公表し
ています。公表の対象となるのは、市が発注した工事で、
指名競争入札によって契約した工事です。�



　
新
し
い
年
を
迎
え
て
、
最
初

に
や
っ
て
来
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
「
成
人
式
」。�

　
平
成
２０
年
の
東
温
市
成
人
式

が
１
月
１３
日
、
中
央
公
民
館
２

階
大
ホ
ー
ル
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。�

�

■�
�

　
今
年
、
東
温
市
で
成
人
式
を

迎
え
た
の
は
、
昭
和
６２
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
対
象

者
４
２
３
名
の
う
ち
、
男
性
１

４
２
名
、
女
性
１
５
１
名
の
計

２
９
３
名
が
式
典
に
臨
み
ま
し

た
。�

　
午
前
９
時
５０
分
か
ら
始
ま
っ

た
受
付
で
は
、
華
や
か
な
晴
れ

着
を
着
た
新
成
人
が
続
々
と
姿

を
現
し
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
友

人
た
ち
と
の
再
会
に
、
歓
声
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
東
温
市
の
成
人
式
は
、
新
成

人
の
中
か
ら
組
織
さ
れ
た
運
営

委
員
会
も
企
画
・
運
営
に
積
極

的
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
も
広
報
紙
や
仲
間
の
呼

び
か
け
で
集
ま
っ
た
運
営
委
員

が
、
こ
の
日
の
開
催
に
向
け
て

昨
年
の
１０
月
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。�

�

■�
�

　
式
典
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

運
営
委
員
の
皆
さ
ん
が
壇
上
に

上
り
、「
成
人
式
の
準
備
を
し

て
い
く
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

今
日
は
中
学
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
恩
師
の
方
々
も
来
ら
れ

て
い
ま
す
。
是
非
こ
の
場
で
、

私
た
ち
が
成
長
し
た
姿
を
見
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。�

�

■�
�

　
式
が
始
ま
る
と
、
新
成
人
を

前
に
し
た
　
須
賀
市
長
が
、
詩

人
で
書
家
の
「
相
田
み
つ
を
」
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の
「
と
に
か
く
　
具
体
的
に
動

い
て
ご
ら
ん
　
具
体
的
に
動
け

ば
具
体
的
な
答
が
出
て
く
る
か

ら
」
と
い
う
詩
を
紹
介
し
な
が

ら
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
、
若
さ

を
生
か
し
て
、
自
分
ら
し
い
考

え
を
自
分
ら
し
く
表
現
し
、
自

分
ら
し
く
行
動
す
る
大
人
に
成

長
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
記
念
品
贈
呈
や
来

賓
祝
辞
、
祝
電
披
露
、
新
成
人

意
見
発
表
な
ど
が
次
々
と
行
わ

れ
、
最
後
に
、
新
成
人
を
代
表

し
て
松
下
恭
士
さ
ん
が
「
私
た

ち
は
、
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
社
会
人
と
し
て

自
ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、

様
々
な
経
験
の
中
で
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
自
分
の
夢
と
未
来

に
向
か
い
、
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
て
、

式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。�

　
式
典
を
終
え
る
と
、
会
場
内

で
は
、
一
生
の
思
い
出
と
な
る

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
茶
話
会

で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話

が
は
ず
み
、
い
つ
ま
で
も
和
や

か
な
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。�

�

■�
�

　
「
成
人
式
」
と
は
本
来
、
成

人
に
な
っ
た
若
者
を
祝
い
、
祝

わ
れ
る
若
者
自
身
も
、
大
人
へ

の
自
覚
が
芽
生
え
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
が
、
新
成
人
は
成
人
す
る

こ
と
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
不

安
や
葛
藤
も
感
じ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
式
を
終
え
た
新
成
人
の
表
情

は
大
人
に
な
っ
た
喜
び
と
と
も

に
、
引
き
締
ま
っ
た
表
情
も
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。�
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